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元
好
問
の
國
史
院
辭
職

―

倂
せ
て
「
飮
酒
」
五
首
、「
後
飮
酒
」
五
首
と
陶
淵
明
に
つ
い
て―

髙
橋
幸
吉

一
．
は
じ
め
に

　

元
好
問
（
一
一
九
〇
～
一
二
五
七
）
の
經
歷
の
中
で
、
權
國
史
院
編
修
の
官
位
に
就
い
た
前
後
は
、
蹉
跌
の
時
期
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
金
末
元
初
の
戰
亂
期
を
生
き
た
彼
の
人
生
に
は
平
穩
な
時
期
が
少
な
く
、
全
て
が
波
瀾
に
滿
ち
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
良
い
。
だ
が
こ
の
時
期
は
、
戰
火
の
中
を
逃
げ
回
る
よ
う
な
生
命
の
危
險
が
な
い
代
わ
り
に
、
惠
ま
れ
た
環
境
の
中
で
の
、
士
大
夫

と
し
て
の
不
遇
期
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
安
定
し
た
王
朝
期
に
生
き
た
傳
統
士
大
夫
と
同
樣
の
惱
み―

科
擧
落
第
や
官
途
の
不
遇―

と
向
き
合
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
奉
職
し
た
國
史
院
（
王
朝
の
歷
史
編
纂
を
つ
か
さ
ど
り
、
金
で
は
翰
林
院
の
附
属
機
關
の
よ
う
な
位

置
に
あ
っ
た
）
の
職
を
僅
か
一
年
で
辭
職
し
、
居
を
構
え
て
い
た
登
封
に
歸
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
經
歷
に
お
け
る
疑
問
點
の
一
つ
で
あ

る
。
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本
稿
で
は
國
史
院
辭
職
の
背
景
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
作
ら
れ
た
「
飮
酒
」
五
首
、
な
ら
び
に
「
後
飮
酒
」
五
首
を
檢
討

す
る
。
當
然
な
が
ら
こ
の
詩
題
は
陶
淵
明
「
飮
酒
」
二
十
首
に
倣
う
も
の
で
あ
り
、
陶
詩
と
同
樣
に
五
言
古
詩
を
用
い
た
連
作
で
、
詩

中
に
は
陶
詩
を
踏
ま
え
た
詩
句
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
詩
が
作
ら
れ
た
背
景
と
關
連
付
け
な
が
ら
、
前
稿
「
金
代
に
お
け
る
陶
淵
明

の
受
容
」（『
中
國
硏
究
』
第
二
號
、
二
〇
〇
九
年
）
の
延
長
線
上
に
あ
る
問
題
意
識
と
し
て
、
元
好
問
に
お
け
る
陶
淵
明
詩
の
位
置
づ

け
を
考
察
し
た
い
。

二
．
元
好
問
の
國
史
院
辭
職
の
背
景

　

官
位
に
就
く
ま
で
の
元
好
問
の
經
歷
は
、
順
調
と
は
言
い
難
い
。
二
十
歳
か
ら
三
度
連
續
し
て
省
試
ま
で
進
む
も
落
第
し
て
い
る
。

特
に
二
十
八
歳
時
の
落
第
は
、
當
時
文
壇
で
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
重
き
を
成
し
て
い
た
趙
秉
文
の
激
賞
を
受
け
た
後
だ
け
に
、
か

な
り
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
落
膽
は
非
常
に
大
き
く
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
兵
亂
を
避
け
て
疎
開
し
た
嵩
山
で
半
ば

隱
遁
生
活
を
送
る
。
落
第
後
は
常
に
詩
文
に
そ
の
落
膽
を
述
べ
て
い
る
が
、
今
回
ば
か
り
は
仕
官
の
途
を
諦
め
よ
う
と
も
考
え
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
三
十
二
歳
で
よ
う
や
く
及
第
す
る
。
だ
が
そ
の
後
は
任
官
さ
れ
ず
、
三
十
五
歳
で
博
學
宏
詞
科
を
受
驗
。
同
年
の
夏

に
權
國
史
院
編
修
に
任
官
さ
れ
、
よ
う
や
く
官
吏
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
始
め
た
。

　

だ
が
元
好
問
は
僅
か
一
年
ほ
ど
で
こ
の
職
を
辭
し
て
し
ま
う
。
最
初
の
省
試
受
驗
か
ら
實
に
十
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
よ
う
や
く

叶
っ
た
仕
官
を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
短
期
間
で
辭
職
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
意
外
で
あ
り
、
硏
究
者
の
興
味
を
引
く
問
題
で
あ
る
。
ま

ず
は
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
先
行
硏
究
に
依
り
つ
つ
整
理
し
よ
う
。

　

李
峭
侖
「
元
好
問
史
院
告
歸
原
因
之
推
斷（

（
（

」
は
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
三
點
を
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
「
金
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谷
怨
」
詩
、
第
二
に
楊
奐
と
の
關
係
、
第
三
に
『
宣
宗
實
錄
』
中
の
衞
紹
王
に
つ
い
て
の
記
述
、
で
あ
る
。
現
在
元
好
問
の
年
譜
と
し

て
最
も
完
備
し
て
い
る
狄
寶
心
氏
の
『
元
好
問
年
譜
新
編
』（
中
國
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
版
）
も
、
李
氏
の
説
に
從
っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
三
點
を
再
檢
討
し
つ
つ
、
辭
職
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

第
一
點
の
「
金
谷
怨
」
詩
は
、
元
好
問
が
國
史
院
の
書
冩
で
あ
っ
た
李
汾
と
唱
和
し
た
作
で
あ
る
。
劉
祁
『
歸
潛
志
』
に
次
の
よ
う

に
言
う
。

　

元
好
問
（
字
、
裕
之
）
と
李
汾
（
字
、
長
源
）
は
同
郷
で
、
二
人
と
も
詩
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
互
い
に
譲
ら
ず
、
と
て
も

仲
が
良
く
な
か
っ
た
。
…
…
元
が
か
つ
て
權
國
史
院
編
修
官
で
あ
っ
た
時
、
末
帝
（
哀
宗
）
が
故
駙
馬
都
尉
の
僕
散
阿
海
の
娘
を

後
宮
に
召
し
出
し
た
が
、
突
然
そ
の
罪
を
言
う
人
が
お
り
、
後
宮
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
元
は
こ
れ
に
因
ん
で
「
金
谷
怨
」
と
い
う

樂
府
詩
を
作
り
、
李
は
こ
れ
を
見
て
「
金
谷
の
佳
人
に
代
は
り
て
答
ふ
」
と
い
う
一
篇
を
作
っ
て
拒
絶
し
た
。
一
時
士
大
夫
た
ち

は
笑
い
話
と
し
て
こ
れ
を
傳
え
た
。

　

元
裕
之
、
李
長
源
同
郷
里
、
各
有
詩
名
。
由
其
不
相
下
、
頗
不
相
咸
。
…
…
元
嘗
權
國
史
院
編
修
官
時
、
末
帝
召
故
駙
馬
都
尉

僕
散
阿
海
女
子
入
宮
、
俄
以
人
言
其
罪
、
又
蒙
放
出
。
元
因
賦
「
金
谷
怨
」
樂
府
詩
、
李
見
之
、
作
「
代
金
谷
佳
人
答
」
一
篇
以

拒
焉
、
一
時
士
人
傳
以
爲
笑
談（

（
（

。

　

本
詩
は
「
芳
華
怨
」、「
後
芳
華
怨
」
と
い
う
詩
題
で
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
劉
祁
は
元
好
問
と
李
汾
が
「
頗
る
相
ひ
咸や
は
ら

ら
が

ず
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
事
實
で
は
無
か
ろ
う
。
二
人
は
仕
官
前
か
ら
面
識
が
あ
り
、
元
好
問
は
『
中
州
集
』
で
最
も
親
し
い
友
人

「
三
知
己
」
の
一
人
と
し
て
、
李
汾
に
別
格
の
位
置
づ
け
を
與
え
て
い
る
。
劉
祁
は
元
好
問
よ
り
十
三
歳
年
少
で
當
時
は
ま
だ
出
仕
し
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て
お
ら
ず
、
引
用
箇
所
は
父
か
ら
の
傳
聞
で
あ
る
。
こ
の
話
を
し
た
父
劉
從
益
は
當
時
の
文
人
た
ち
と
廣
く
交
遊
が
あ
っ
た
が
、
地
方

官
を
歷
任
し
て
お
り
、
翰
林
應
奉
に
轉
任
し
て
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
死
去
し
て
い
る（

（
（

。
恐
ら
く
元
好
問
と
の
面
識
は
、
前
任
地
の
葉
縣
で

一
度
會
っ
た
他
は
翰
林
院
で
の
一
ヶ
月
に
過
ぎ
ず（

（
（

、
彼
ら
の
交
友
關
係
を
正
確
に
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

入
内
し
て
す
ぐ
に
追
い
出
さ
れ
た
女
性
を
詠
っ
た
詩
が
、
翰
林
院
な
ど
比
較
的
政
權
の
中
樞
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
人
々
の
話
題
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
官
僚
と
し
て
の
立
場
に
有
利
に
働
く
と
は
考
え
が
た
い
。
彼
が
國
史
院
を
追
わ
れ
る
一
因
と
し
て
、
可
能
性

は
あ
る
。

　

第
二
點
の
楊
奐
と
の
關
係
と
は
、
當
時
「
萬
言
の
策
」
を
書
い
て
時
勢
を
批
判
し
た
楊
奐
は
元
好
問
と
親
し
か
っ
た
た
め
、
元
好
問

が
そ
の
關
連
で
批
判
な
い
し
冷
遇
さ
れ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。『
元
史
』
楊
奐
傳
に
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
簡
單
な
記
述
が
あ
る
。

　

金
朝
末
年
に
進
士
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
合
格
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
萬
言
に
及
ぶ
策
を
作
り
、
當
時
の
問
題
點
を
指
摘
し
た
。

内
容
は
み
な
人
が
敢
え
て
言
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
上
表
し
な
い
う
ち
に
郷
里
に
歸
っ
た
。

　

金
末
舉
進
士
、
不
中
。
乃
作
萬
言
策
、
指
陳
時
病
。
皆
人
所
不
敢
言
者
、
未
及
上
而
歸
。

�

『
元
史
』
卷
一
五
三
、
楊
奐
列
傳

　

ま
た
元
好
問
自
身
は
彼
の
神
道
碑
を
書
い
て
「
爲
政
者
に
與
す
る
者
か
ら
阻
ま
れ
た
（
保
爲
當
國
者
所
沮
（
（
（

）」
と
述
べ
、
爲
政
者
に

上
奏
し
よ
う
と
し
た
が
、
止
め
ら
れ
た
上
に
罪
を
得
た
と
い
う
。
こ
れ
は
結
局
朝
廷
や
高
級
官
僚
の
元
に
届
か
な
か
っ
た
提
言
で
あ
り
、

當
時
ど
れ
だ
け
反
響
が
あ
っ
た
の
か
疑
わ
し
い
。『
金
史
』
や
『
歸
潛
志
』
に
は
こ
の
事
件
は
見
え
ず
、『
元
史
』
で
も
楊
奐
列
傳
の
み

に
見
え
る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
元
好
問
と
楊
奐
と
の
交
遊
は
確
か
に
親
密
で
し
ば
し
ば
行
き
來
を
し
た
が
、
そ
れ
は
後
年
の
事
で
あ
り
、
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科
擧
及
第
前
に
頻
繁
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
文
章
は
な
い
。
資
料
や
年
譜
な
ど
で
は
い
つ
頃
兩
者
が
知
り
合
っ
た
の
か
、

そ
の
詳
細
な
時
期
は
分
か
ら
な
い
。
狄
寶
心
氏
は
元
好
問
に
よ
る
神
道
碑
を
論
拠
に
、
興
定
五
年
（
一
二
二
一
）
の
省
試
の
際
に
知
り

合
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
仕
官
以
前
の
元
好
問
が
楊
奐
と
親
密
に
交
遊
し
て
い
た
と
い
う
確
實
な
資

料
は
な
く
、
そ
の
交
遊
が
頻
繁
で
あ
る
と
確
認
出
來
る
の
は
金
朝
滅
亡
前
後
か
ら
で
あ
る
。

　

楊
奐
の
建
言
の
影
響
力
、
及
び
兩
者
の
交
友
關
係
を
示
す
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
元
好
問
の
辭
任
の
原
因
に
な
り
う
る
可
能
性
は

小
さ
い
。
李
氏
は
「
楊
煥
然
（
引
用
者
注
、
煥
然
は
楊
奐
の
字
）
の
上
書
と
い
う
行
爲
は
恐
ら
く
元
好
問
の
支
持
を
得
て
い
た
で
あ
ろ

う
し
、
上
書
の
内
容
も
は
っ
き
り
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
彼
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
述
べ

る
が
、
こ
れ
は
論
拠
と
な
る
資
料
が
な
く
、
ま
た
元
好
問
の
活
躍
を
過
大
評
價
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

　

第
三
點
の
衞
紹
王
の
記
述
に
關
す
る
問
題
と
は
、
元
好
問
が
出
仕
し
て
い
た
と
き
に
國
史
院
で
編
纂
さ
れ
て
い
た
『
宣
宗
實
錄
』
に

お
い
て
、
衞
紹
王
を
暗
君
と
記
述
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
衞
紹
王
を
弑
殺
し
た
胡
沙
虎
は
宣
宗
を
擁
立
し
た
人
物
で
も

あ
っ
た
た
め
、
朝
臣
の
中
に
は
こ
れ
を
支
持
す
る
者
が
い
た
。
さ
ら
に
は
そ
の
卽
位
の
經
緯
か
ら
、
衞
紹
王
か
ら
宣
宗
に
か
け
て
の
時

期
に
つ
い
て
は
言
及
を
避
け
る
風
潮
が
當
時
旣
に
あ
り
、
資
料
も
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
當
時
の
參
知
政
事
で
あ
っ
た
賈
益
謙
の
元
に

元
好
問
を
使
わ
し
た
。

　

哀
宗
が
卽
位
す
る
と
、
史
官
は
『
宣
宗
實
錄
』
が
衞
紹
王
に
言
及
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
初
め
逆
賊
胡
沙
虎
が
〔
衞
紹
王

を
〕
弑
逆
し
、
そ
し
て
宣
宗
を
擁
立
し
た
〔
と
記
述
し
た
〕。
宣
宗
朝
の
人
は
甚
だ
し
く
も
、「
衞
紹
王
は
行
う
べ
き
道
を
失
い
、

天
命
が
こ
れ
を
絶
っ
た
の
で
あ
り
、
胡
沙
虎
は
實
に
無
罪
で
、
さ
ら
に
は
主
上
を
推
戴
し
た
功
績
が
あ
る
」
と
ま
で
言
っ
た
。
獨

り
尚
書
左
丞
張
中
孚
が
、「
逆
賊
胡
沙
虎
は
大
逆
不
道
で
あ
る
か
ら
、
劉
宋
の
文
帝
が
傅
亮
・
謝
晦
を
誅
殺
し
た
故
事
を
用
い
る
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べ
き
だ
」
と
言
っ
た
が
、
そ
の
上
表
文
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
朝
廷
全
體
で
大
安
・
崇
慶
年
間
の
事
柄
は
タ
ブ
ー
と
な
っ
た
。
こ
う
な
っ
て
、
朝
議
で
は
公
（
賈
益
謙
）
が
大
安
年
間

の
參
知
政
事
で
あ
り
、
衞
紹
王
の
事
を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
編
修
官
〔
だ
っ
た
私
〕
を
一
人

派
遣
し
て
彼
を
訪
問
さ
せ
た
。
公
は
そ
の
旨
を
知
る
と
、
私
に
こ
う
仰
っ
た
。「
私
は
こ
う
聞
い
て
い
る
。
海
陵
王
が
弑
殺
さ
れ

て
、〔
そ
の
直
後
の
時
代
の
〕
大
定
年
間
の
約
三
十
年
の
間
、
翰
林
院
な
ど
の
文
臣
で
海
陵
王
の
隱
れ
た
罪
を
暴
く
者
が
よ
い
官

位
を
得
た
。
史
官
た
ち
は
こ
の
た
め
海
陵
王
が
姦
淫
殘
虐
で
狂
暴
で
あ
る
と
誣
告
し
、
惡
名
を
傳
え
る
こ
と
き
わ
ま
り
な
か
っ
た
。

今
こ
れ
を
見
る
と
、
百
の
う
ち
一
つ
で
も
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
衞
紹
王
は
勤
儉
で
、
國
家
の
要
人
を
重
用
し
た
。
そ
の
業
績

を
勘
案
す
れ
ば
、
普
通
の
才
能
の
人
間
で
は
及
ば
な
い
も
の
が
多
い
。
私
が
知
っ
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
だ
。
も
し

私
の
發
言
を
潤
色
し
て
〔
衞
紹
王
に
加
擔
す
る
者
と
し
て
〕
そ
の
罪
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
ま
た
ど
う
し
て
餘
命
を
惜
し
も
う

か
。」
朝
廷
で
は
こ
の
發
言
を
優
れ
て
い
る
と
評
し
た
。

　

哀
宗
卽
位
、
史
官
乞
因
『
宣
宗
實
錄
』
遂
及
衞
紹
王
。
初
虎
賊
弑
逆
、
乃
立
宣
宗
。
宣
宗
之
人
至
謂
衞
王
失
道
、
天
命
絶
之
、

虎
實
無
罪
、
且
於
主
上
有
推
戴
之
功
。
獨
張
左
相
信
甫
言
、
虎
賊
大
逆
不
道
、
當
用
宋
文
帝
誅
傅
亮
・
謝
晦
故
事
。
章
奏
不
報
。

爾
後
舉
朝
以
大
安
・
崇
慶
爲
諱
。
及
是
、
朝
議
謂
公
大
安
中
參
知
政
事
、
宜
知
衞
王
事
、
乃
遣
編
修
官
一
人
就
訪
之
。
公
知
其
旨
、

謂
某
言
、「
我
聞
海
陵
被
弑
、
大
定
三
十
年
、
禁
近
能
暴
海
陵
蟄
惡
者
得
美
仕
、
史
臣
因
誣
其
淫
毒
驁
狠
、
遺
笑＊

無
窮
。
自
今
觀

之
、
百
可
一
信
耶
。
衞
王
勤
儉
、
重
惜
名
器
。
較
其
行
事
、
中
材
不
能
及
者
多
矣
。
吾
知
此
而
已
。
設
欲
飾
吾
言
以
實
其
罪
、
吾

亦
何
惜
餘
年
。」
朝
論
偉
之
。

�

元
好
問
「
東
平
賈
氏
千
秋
錄
後
記（

（
（

」
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元
好
問
自
身
が
當
時
編
修
官
と
し
て
ど
ち
ら
の
態
度
を
取
っ
た
の
か
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
契
機
に
賈
益
謙
と
親
し
く
な

り
、
詩
文
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
。
元
好
問
の
爲
人
か
ら
も
、
皇
帝
を
弑
殺
し
た
人
物
を
高
く
評
價
す
る
と
は
考
え
難
く
、
後
年
の
作

で
あ
る
こ
の
文
章
で
も
、
胡
沙
虎
を
一
貫
し
て
「
虎
賊
」
と
表
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
も
賈
益
謙
の
發
言
に
與
し
た
で
あ
ろ
う
。

元
好
問
は
衞
紹
王
を
暗
君
と
は
言
い
難
い
旨
を
國
史
院
に
報
告
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
が
一
部
の
高
官
の
不
興
を
買
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
元
好
問
の
視
點
で
は
賈
益
謙
の
こ
の
發
言
を
「
朝
論　

之
を
偉
と
す
」
と
評
し
て
い
る
が
、
當
然
な
が
ら
朝
廷
の
輿
論
が

み
な
賈
益
謙
を
支
持
し
た
譯
で
は
な
く
、
宣
宗
朝
か
ら
仕
え
る
者
の
中
に
は
、
宣
宗
擁
立
の
經
緯
か
ら
胡
沙
虎
を
支
持
し
續
け
る
者
も

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
當
時
の
皇
帝
哀
宗
は
宣
宗
の
第
三
子
で
あ
り
、
衞
紹
王
を
公
正
に
評
價
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
險
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
李
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
宣
宗
實
錄
』
が
完
成
し
哀
宗
に
獻
上
さ
れ
た
の
は
正
大
五
年
（
一
二
二
九
）
十
一
月
で
あ
り
、
哀
宗
が
こ
の
書
を
目
に
し
た
時
に

は
、
元
好
問
は
す
で
に
國
史
院
に
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
編
纂
途
中
の
狀
況
が
皇
帝
の
耳
に
届
い
た
の
か
、
正
八
品
の
官
に
過
ぎ
な
い

權
國
史
院
編
修
の
發
言
が
ど
れ
だ
け
波
紋
を
呼
ん
だ
の
か
。
こ
れ
ら
の
點
は
分
か
ら
な
い
が
、
今
上
帝
の
父
で
あ
る
先
帝
の
正
當
性
に

疑
問
を
呈
す
る
と
も
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
發
言
は
、
官
僚
と
し
て
非
常
に
危
險
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

李
峭
侖
氏
が
指
摘
し
た
三
點
の
う
ち
、
筆
者
は
以
上
の
理
由
で
そ
の
う
ち
の
二
つ
に
は
同
意
す
る
。
だ
が
こ
の
他
に
も
、
元
好
問
が

官
界
を
辭
し
た
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
汴
京
に
お
け
る
元
好
問

　

當
時
の
汴
京
で
は
漢
人
グ
ル
ー
プ
が
互
い
に
反
目
し
あ
う
狀
況
に
あ
っ
た
。
高
橋
文
治
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
金
末
は
漢
人
と
女
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眞
人
の
間
で
對
立
が
目
立
た
な
い
代
わ
り
に
、
科
擧
出
身
者
と
恩
蔭
に
よ
る
門
閥
官
僚
の
對
立
、
進
士
と
胥
吏
の
對
立
、
科
擧
出
身
者

の
中
で
は
經
義
科
出
身
者
と
詞
賦
科
出
身
者
の
對
立
な
ど
、
漢
人
同
士
が
樣
々
な
集
団
に
分
か
れ
て
對
立
す
る
狀
況
に
あ
っ
た（

（
（

。

　

こ
の
と
き
の
國
史
院
で
は
胥
吏
の
李
汾
が
進
士
出
身
者
と
軋
轢
を
起
こ
し
、
彼
も
最
終
的
に
は
國
史
院
を
追
い
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
宣
宗
實
錄
』
の
文
體
を
巡
っ
て
王
若
虛
と
雷
淵
の
間
で
は
諍
い
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
國
史
院
内
部
の
人
間
關
係
は
平

穩
と
は
言
い
難
い
。
諍
い
と
表
現
し
た
の
は
、
資
料
を
見
る
限
り
で
は
彼
ら
の
間
に
發
展
的
な
論
争
が
起
こ
ら
ず
、
感
情
的
な
對
立
に

終
始
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
こ
れ
を
單
な
る
文
體
の
好
み
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
經
義
科
出
身
の
王
と
詞
賦
科
出
身
の
雷

と
の
黨
争
で
あ
る
と
見
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
狀
況
下
で
、
元
好
問
は
國
史
院
に
出
仕
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
好
問
は
官
界
な
い
し
中
央
政
府
の
周
辺
で
趙
秉
文
の
門
下
と
し
て
、
常
に
黨
争
に
卷
き
込
ま
れ
る
立
場
に
い
た
。
後
年
に
往
事
を

振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

興
定
年
間
の
は
じ
め
、
私
は
初
め
て
詩
文
に
よ
っ
て
故
禮
部
閑
閑
公
（
趙
秉
文
）
に
お
會
い
し
た
。
公
は
私
を
敎
え
る
に
足
る

者
と
見
な
し
て
下
さ
っ
た
よ
う
で
、
諸
公
の
間
に
私
の
こ
と
を
言
い
廣
め
て
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
興
定
五
年
、
公
が
知
貢
擧
と
し

て
執
り
行
っ
た
科
擧
に
及
第
し
た
。
公
は
ま
た
私
が
何
か
を
成
し
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
と
仰
っ
て
、
努
め
て
推
輓
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
お
褒
め
が
過
分
な
あ
ま
り
、
こ
れ
を
快
く
思
わ
な
い
者
も
い
た
。
宰
相
の
師
仲
安
班
列
中
が
主
導
し
て
、
公
と
楊
雲
翼
・
雷

希
顔
・
李
獻
能
は
元
氏
の
黨
人
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
公
は
こ
れ
を
氣
に
し
な
か
っ
た
。
正
大
元
年
、
諸
公
が
私
を
博
學
宏
詞
科

に
推
薦
し
て
下
さ
っ
た
。
公
は
監
試
官
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
慣
例
に
よ
っ
て
試
驗
會
場
へ
は
行
か
な
か
っ
た
。
あ
る
日
禮
部
の

役
所
に
座
っ
て
い
る
と
、
李
獻
能
が
外
か
ら
や
っ
て
來
て
、
私
の
「
秦
王　

竇
建
德
を
破
り
王
世
充
を
降
す
の
露
布
」
を
口
ず
さ

ん
で
い
た
。
公
は
非
常
に
驚
い
て
、
座
っ
て
い
た
司
諫
の
陳
正
叔
を
振
り
返
っ
て
「
人
は
私
の
黨
の
元
子
と
言
う
が
、
本
當
に
彼
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と
朋
黨
を
結
ん
で
い
る
の
か
」
と
言
っ
た
。
公
が
自
信
に
滿
ち
て
い
た
樣
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

興
定
初
、
某
始
以
詩
文
見
故
禮
部
閑
閑
公
。
公
若
以
爲
可
敎
、
爲
延
譽
諸
公
閒
。
又
五
年
、
乃
得
以
科
第
出
公
之
門
。
公
又
謂

當
有
所
成
就
也
、
力
爲
挽
之
。
奬
借
過
稱
、
旁
有
不
平
者
。
宰
相
師
仲
安
班
列
中
倡
言
、
謂
公
與
楊
禮
部
之
美
、
雷
御
史
希
顔
、

李
内
翰
欽
叔
爲
元
氏
黨
人
、
公
不
之
恤
也
。
正
大
甲
申
、
諸
公
貢
某
詞
科
。
公
爲
監
試
官
、
以
例
不
赴
院
宿
。
一
日
、
坐
禮
曹
。

欽
叔
從
外
至
、
誦
某
「
秦
王
破
竇
建
德
降
王
世
充
露
布
」。
公
頗
爲
聳
動
、
顧
座
客
陳
司
諫
正
叔
言
、「
人
言
我
黨
元
子
、
誠
黨
之

邪
。」
公
之
篤
于
自
信
蓋
如
此
。

�

卷
三
八
「
趙
閑
閑
眞
賛
」
二
首

　

文
中
で
は
「
元
氏
の
黨
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
京
師
に
出
て
き
た
ば
か
り
の
元
好
問
を
中
心
に
士
大
夫
グ
ル
ー
プ
が
出
來
る
譯
は
な

く
、
當
時
の
聲
望
や
地
位
を
考
え
れ
ば
「
趙
氏
の
黨
」
で
あ
ろ
う
。
師
の
趙
秉
文
を
庇
っ
て
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

元
好
問
は
趙
秉
文
に
詩
を
激
賞
さ
れ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
及
第
し
た
時
の
知
貢
擧
も
趙
秉
文
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
趙
と
對
立
す
る

人
々
か
ら
見
れ
ば
、
元
好
問
は
趙
派
の
新
人
で
あ
り
、
趙
へ
の
批
判
の
對
象
と
し
て
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
。
科
擧
及

第
時
に
は
旣
に
派
閥
の
一
員
と
人
々
に
見
な
さ
れ
、
宏
詞
科
を
受
驗
し
た
時
に
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
と
親
し
い
李
獻
能
が
元
好
問
の
文
を
口
ず
さ
ん
で
お
り
、
趙
秉
文
も
公
然
と
こ
れ
を
容
認
す
る
よ
う
な
發
言
を
し
て
い
る
。
元
好

問
へ
の
風
當
た
り
が
强
く
な
る
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
趙
自
身
は
こ
の
時
旣
に
六
人
の
皇
帝
に
仕
え
た
老
臣
で
、
致
仕
を
許
さ
れ
ず
に

官
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
文
臣
と
し
て
最
高
位
に
居
る
上
に
、
そ
の
官
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
何
の
未
練
も
な
い
狀
況
で
あ
っ
た
。

故
に
朋
黨
を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
痛
痒
を
感
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
門
下
で
不
安
定
な
身
分
に
い
る
元
好
問
に
と

っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
狀
況
が
一
面
で
非
常
に
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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さ
ら
に
は
元
好
問
が
權
國
史
院
編
修
に
就
い
た
と
き
、
趙
秉
文
は
修
國
史
を
兼
任
し
て
お
り
、
楊
雲
翼
と
竝
ん
で
事
實
上
國
史
院
の

最
高
位
に
居
た
。
人
々
の
目
に
は
趙
秉
文
が
元
好
問
を
拔
擢
し
た
よ
う
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
事
實
と
し
て
そ
の
通
り
で
あ
っ

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
元
好
問
自
身
が
「
力つ
と

め
て
爲
に
之
を
挽ひ

く
」
と
回
顧
し
た
よ
う
な
狀
況
が
、
宏
詞
科
及
第
後
も
あ
っ
た

と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
高
橋
氏
は
「
宣
宗
崩
御
に
と
も
な
っ
て
、
趙
秉
文
は
傘
下
の
人
物
を
翰
林
に
集
め
た
」
と
見
て
い
る（

（
（

。

汴
京
の
士
大
夫
社
會
に
お
い
て
、
元
好
問
は
常
に
趙
秉
文
の
影
響
下
に
あ
り
、
官
位
の
低
さ
や
門
閥
の
弱
さ
も
あ
っ
て
、
趙
と
對
立
す

る
人
々
か
ら
は
最
も
攻
撃
さ
れ
や
す
い
位
置
に
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
と
き
國
史
院
に
い
た
人
物
と
し
て
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
趙
秉
文
・
楊
雲
翼
・
劉
從
益
・
王
若
虛
・
雷
淵
・
李
獻
能
・
李
汾

な
ど
で
あ
る
。
趙
・
楊
・
雷
お
よ
び
李
獻
能
は
前
述
の
よ
う
に
趙
秉
文
派
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
元
好
問
と
親
し
か
っ
た
。
劉
從
益
と

は
以
前
か
ら
面
識
が
あ
り
、
李
獻
能
・
李
汾
は
親
友
で
あ
る
。
王
若
虛
と
の
關
係
も
良
く
、
後
年
は
親
し
く
交
際
す
る
よ
う
に
な
る
。

國
史
院
の
中
で
樣
々
な
諍
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
元
好
問
に
と
っ
て
は
み
な
友
人
知
人
で
あ
り
、
詩
文
に
つ
い
て
論
じ
合
う
な
ど
文

學
的
に
充
實
し
た
環
境
に
あ
っ
た（

（（
（

。

　

だ
が
逆
に
こ
の
こ
と
が
、
元
好
問
の
立
場
を
微
妙
な
も
の
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
人
々
の
間
で
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
ち
ら

か
一
方
に
與
し
難
い
の
で
あ
る
。
色
々
な
派
閥
意
識
が
働
い
た
な
ら
ば
、
問
題
は
さ
ら
に
紛
糾
す
る
。
王
・
雷
の
文
體
問
題
で
は
、
元

好
問
の
文
學
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
達
意
の
文
を
主
と
す
る
王
若
虛
に
與
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
詞
賦
科
出
身
者
と
す
れ
ば
雷
淵
の
同

調
者
と
見
な
さ
れ
る
。
個
人
的
な
關
係
か
ら
見
れ
ば
、
雷
淵
は
科
擧
及
第
前
か
ら
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る
友
人
で
も
あ
る
。
李
汾
と

雷
淵
・
李
獻
能
ら
進
士
と
の
對
立
は
さ
ら
に
難
し
い
。
李
獻
能
と
李
汾
の
い
ず
れ
と
も
昵
懇
で
あ
り
、
李
汾
を
擁
護
す
れ
ば
、
進
士
出

身
に
も
か
か
わ
ら
ず
胥
吏
に
與
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
元
好
問
が
果
た
し
て
ど
の
程
度
の
派
閥
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
推
測
し

が
た
い
が
、
積
極
的
に
い
ず
れ
か
の
擁
護
を
す
る
こ
と
は
、
新
任
の
編
修
官
と
し
て
考
え
難
い
。
結
局
は
全
員
に
氣
を
配
り
な
が
ら
、
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彼
ら
の
間
で
板
挾
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

結
局
元
好
問
は
汴
京
に
お
い
て
趙
秉
文
の
黨
人
と
し
て
批
判
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
特
に
趙
秉
文
が
推
輓
し
て
い
る
人
物
と
し
て
注
目

さ
れ
易
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
國
史
院
で
は
樣
々
に
對
立
し
て
い
る
人
々
な
か
で
不
安
定
な
立
場
に
お
り
、
周
囲
の
人
間
關
係
に

常
に
氣
を
配
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
前
節
で
述
べ
た
「
金
谷
怨
」
詩
や
衞
紹
王
の
記
述
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
趙
秉
文
一
派
な

い
し
は
元
好
問
を
攻
撃
す
る
絶
好
の
口
實
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
こ
れ
以
上
留
ま
れ
ば
自
分
だ
け
で

な
く
趙
秉
文
の
地
位
が
危
う
く
な
る
と
感
じ
て
辭
職
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
實
、
元
好
問
が
及
第
し
た
時
の
科
擧
で
は
知
貢

擧
で
あ
っ
た
趙
秉
文
に
對
す
る
批
判
が
起
こ
り
、
趙
は
官
を
削
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
元
好
問
の
脳
裏
に
は
こ
の
事
件
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
．「
飮
酒
」
五
首

　

苦
勞
の
末
に
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
官
を
辭
す
る
と
い
う
人
生
の
轉
機
に
、
元
好
問
は
陶
淵
明
の
詩
を
踏
襲
し
た
作
品
を
作
っ
て
い

る
。「
飮
酒
」
五
首
（
卷
一
）
及
び
「
後
飮
酒
」
五
首
（
同
前
）
で
あ
る
。
こ
の
二
組
の
詩
は
元
好
問
三
十
六
歳
（
一
二
二
五
年
）
の

作
で
、
前
年
の
夏
よ
り
彼
は
國
史
院
に
奉
職
し
、
こ
の
歳
の
夏
に
辭
職
し
て
、
京
師
開
封
か
ら
嵩
山
へ
戻
っ
て
い
る
。
詩
中
で
「
秋
艸

深
し
」
と
述
べ
て
お
り
（「
飮
酒
」
五
首
其
の
一
）、
本
作
は
辭
職
か
ら
間
も
な
い
秋
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
襄
城
の
作
」
と

い
う
自
注
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
た
嵩
山
登
封
か
ら
、
襄
城
の
莊
園
へ
と
視
察
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
飮
酒
を
主
題
と

し
つ
つ
、
一
方
で
彼
の
人
生
哲
理
が
吐
露
さ
れ
、
詩
中
か
ら
は
官
を
辭
し
た
後
の
元
好
問
の
心
境
が
窺
え
る
。

　

元
好
問
は
官
僚
生
活
に
お
い
て
、
周
囲
と
の
少
な
か
ら
ぬ
摩
擦
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
「
飮
酒
」
五
首
で
は
奉
職
中
の
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心
境
と
、
辭
職
後
自
ら
の
莊
園
に
戻
っ
て
そ
の
緊
張
を
解
い
た
心
理
狀
態
を
描
冩
し
て
い
る
。

西
郊
一
畝
宅　
　

西
郊　
一
畝
の
宅

閉
門
秋
艸
深　
　

門
を
閉
ざ
し
て
秋
艸
深
し

牀
頭
有
新
釀　
　

牀
頭　
新
釀
有
り

意
愜
成
孤
斟　
　

意
に
愜か
な

へ
ば
孤
斟
を
成
す

擧
杯
謝
明
月　
　

杯
を
擧
げ
て
明
月
に
謝つ

ぐ

蓬
蓽
肯
相
臨　
　

蓬
蓽　
肯あ

へ
て
相
ひ
臨
む
べ
し

願
將
萬
古
色　
　

願
は
く
ば
萬
古
の
色
を
將も

ち
て

照
我
萬
古
心　
　

我
が
萬
古
の
心
を
照
ら
せ
と

「
飮
酒
」
五
首　
其
の
一

　

こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
心
の
安
ら
ぎ
は
「
閉
門
」
や
「
孤
斟
」（
手
酌
酒
）
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
點
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
こ
の
と
き
元
好
問
は
、
人
間
關
係
か
ら
の
斷
絶
を
望
ん
で
い
た
。
永
久
不
變
の
月
を
相
手
に
、
遙
か
な
過
去
を
思
う
「
萬
古

の
心
」
を
照
ら
せ
と
問
い
か
け
て
い
る
。
現
在
の
樣
々
な
し
が
ら
み
を
脫
し
て
萬
古
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
態
度
は
、
次
の
第
二
首

に
も
共
通
し
て
い
る
。
詩
句
の
表
現
を
見
る
と
、
こ
の
詩
か
ら
は
陶
淵
明
以
外
の
影
響
も
窺
え
る
。
第
三
句
は
蘇
軾
・
蘇
轍
の
詩
句
が

念
頭
に
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
第
五
句
は
李
白
「
月
下
獨
酌
」
の
「
杯
を
擧
げ
て
明
月
を
邀む
か

ふ
（
擧
杯
邀
明
月
）」
の
句
を
踏
襲
し
、
尾

聯
の
「
萬
古
」
と
い
う
語
も
李
白
が
多
用
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
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去
古
日
已
遠　
　

古
を
去
る
こ
と
日ひ
び

已
に
遠
く

百
僞
無
一
眞　
　

百
僞　
一
眞
無
し

獨
餘
醉
郷
地　
　

獨た

だ
醉
郷
の
地
の

中
有
羲
皇
淳　
　

中
に
羲
皇
の
淳
有
る
を
餘
す
の
み

聖
敎
難
爲
功　
　

聖
敎
は
功
を
爲
し
難
く

乃
見
酒
力
神　
　

乃
ち
酒
の
力
の
神
な
る
を
見あ
ら
は

す

誰
能
釀
滄
海　
　

誰
か
能
く
滄
海
を
釀
し
て

盡
醉
區
中
民　
　

盡
く
區
中
の
民
を
醉
は
し
め
ん

　

冒
頭
の
二
句
は
「
飮
酒
」
其
の
二
十
「
羲
農　
我
を
去
る
こ
と
久
し
く
、
世
を
擧
げ
て
眞
に
復
す
る
こ
と
少
な
し
（
羲
農
去
我
久
、

擧
世
少
復
眞
（
（（
（

）」
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
自
ら
經
驗
し
た
、
奉
職
中
の
軋
轢
か
ら
發
せ
ら
れ
た
嘆
き
で
も
あ
ろ
う
。

よ
う
や
く
官
に
就
い
た
も
の
の
、
そ
こ
は
「
百
僞　
一
眞
無
し
」
と
い
う
社
會
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
元
好
問
は
人
々
が
醇
樸
で
嘘
僞

り
が
な
か
っ
た
太
古
の
羲
皇
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
だ
が
太
古
の
理
想
社
會
か
ら
時
代
が
流
れ
、
日
に
日
に
そ
の
時
代
は
遠

く
な
っ
て
い
く
。
現
在
唯
一
そ
の
醇
樸
さ
が
殘
っ
て
い
る
の
は
「
醉
郷
の
地
」、
す
な
わ
ち
酒
に
醉
っ
た
境
地
だ
け
で
あ
る
。
聖
人
の

敎
え
は
な
か
な
か
成
果
が
上
が
ら
ず
、
反
對
に
酒
の
力
の
素
晴
ら
し
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
苦
勞
の
末
に
官
職
に
就
い
て
も
、

殆
ど
良
い
こ
と
は
な
く
、
す
ぐ
に
辭
め
る
こ
と
に
な
っ
た
元
好
問
の
境
遇
が
、「
聖
敎
は
功
を
爲
し
難
し
」
と
い
う
詩
句
か
ら
も
讀
み

取
れ
る
。「
誰
か
大
海
原
を
全
て
醸
し
て
酒
に
し
、
世
の
中
の
人
々
を
み
な
醉
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」
と
い
う
末
句
は
、

氣
宇
壯
大
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
も
あ
る
。
だ
が
「
酒
の
力
の
神
な
る
」
働
き
に
よ
っ
て
「
羲
皇
の
淳
」
へ
と
回
歸
す
べ
き
對
象
は
、
自
ら
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だ
け
で
な
く
「
區
中
の
民
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。「
百
僞　
一
眞
無
」
き
世
の
全
て
の
人
々
を
、
酒
に
よ
っ
て
太
古
の
醇
樸

な
狀
態
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
、
と
い
う
獨
白
で
あ
る
。
屈
原
が
「
衆
人
皆
な
醉
ひ
、
我
獨
り
醒
む
（
衆
人
皆
醉
、
我
獨

醒
）」
と
述
べ
た
の
に
對
し
、
逆
説
的
な
表
現
で
酒
の
効
能
を
賛
美
し
て
い
る
。

　

續
く
第
三
首
は
飮
酒
と
い
う
主
題
か
ら
完
全
に
外
れ
、
辭
職
の
背
景
を
暗
示
す
る
よ
う
な
語
句
が
竝
ぶ
。

利
端
始
萌
芽　
　

利
端　
始
め
て
萌
芽
し

忽
復
成
禍
根　
　

忽
ち
復
た
禍
根
と
成
る

名
虛
買
實
禍　
　

名
は
虛
し
く
し
て
實
禍
を
買
ふ

將
相
安
足
論　
　

將
相　
安い
づ
く

ん
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
や

驅
驢
上
邯
鄲　
　

驢
を
驅
り
て
邯
鄲
に
上
り

逐
兔
出
東
門　
　

兔
を
逐
ひ
て
東
門
よ
り
出
づ

離
官
寸
亦
樂　
　

官
を
離
る
る
は
寸
な
る
も
亦
た
樂
し

里
社
有
拙
言　
　

里
社　
拙
言
有
り

　

前
半
四
句
は
辭
職
の
經
緯
を
暗
示
し
つ
つ
、
現
在
の
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。「
利
端
」
は
利
益
の
端
緒
。
よ
う
や
く
仕
官
が
か
な

っ
て
立
身
出
世
の
入
り
口
に
立
っ
た
途
端
、
そ
れ
が
禍
の
元
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
京
師
の
文
人
の
間
で
は
「
元
才
子
」
と
し
て
有
名

に
な
っ
た
が（

（（
（

、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
何
の
成
果
も
な
く
、
逆
に
災
難
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。
將
軍
や
大
臣
に
な
ど
成
る
も
の
で
は
な
い
。

第
五
句
は
典
故
不
詳
だ
が
、
第
六
句
は
『
史
記
』
李
斯
列
傳
に
見
え
る
、
李
斯
が
刑
場
に
行
く
際
の
發
言
を
典
故
と
し
て
い
る
。
た
と
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え
宰
相
と
な
っ
て
も
い
つ
命
を
失
う
か
も
知
れ
ず
、
出
世
と
い
う
の
は
危
險
な
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
七
句
に
つ
い
て

は
「
山
西
地
方
の
こ
と
わ
ざ
に
こ
う
言
う
（
晉
俚
諺
云
然
）」
と
自
注
が
あ
る
。
辭
職
し
た
直
後
の
詩
で
は
、「
宦
に
從
ふ
は
堪
う
る
所

に
非
ず
、
長
告　
欣よ
ろ
こ

び
て
請
ふ
を
得
（
從
宦
非
所
堪
、
長
告
欣
得
請
）」（
卷
一
「
出
郷
」）
と
述
べ
、
官
僚
生
活
か
ら
の
解
放
を
喜
ん

で
い
る
か
の
よ
う
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
僞
り
で
は
あ
る
ま
い
。
出
世
の
道
を
外
れ
た
落
膽
と
、
煩
わ
し
い
環
境
か

ら
脫
出
し
た
喜
び
と
、
複
雜
な
心
境
が
垣
間
見
え
る
。

　

第
四
句
で
は
自
己
の
境
遇
に
對
す
る
見
解
を
述
べ
る
。

萬
事
有
定
分　
　

萬
事　
定
分
有
り

聖
智
不
能
移　
　

聖
智　
移
す
こ
と
能
は
ず

而
於
定
分
中　
　

而
し
て
定
分
の
中
に
於
て

亦
有
不
測
機　
　

亦
た
不
測
の
機
有
り

人
生
桐
葉
露　
　

人
生
は
桐
葉
の
露

見
日
忽
已
晞　
　

日
に
見ま
み

う
れ
ば
忽
と
し
て
已
に
晞か
わ

く

唯
當
飮
美
酒　
　

唯
だ
當
に
美
酒
を
飮
む
べ
し

儻
來
非
所
期　
　

儻
來
は
期
す
る
所
に
非
ず

「
飮
酒
」
五
首　
其
の
四

　
「
定
分
」
は
定
ま
っ
た
運
命
。「
聖
智
」
は
最
上
の
叡
智
。
全
て
は
定
ま
っ
た
運
命
で
、
ど
ん
な
叡
智
を
も
っ
て
も
こ
れ
を
變
え
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
だ
が
そ
の
運
命
の
中
で
、
予
想
し
得
な
い
機
會
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
人
生
は
桐
の
葉
の
露
の
よ
う
に
儚
い
も
の
だ

か
ら
、
旨
い
酒
を
飮
む
べ
き
だ
。
偶
然
に
や
っ
て
來
る
富
貴
榮
達
は
私
の
期
待
す
る
も
の
で
は
な
い
。
元
好
問
は
結
局
こ
の
通
り
、

翌
々
年
に
は
内
郷
縣
令
と
し
て
ま
た
官
に
復
歸
す
る
。
た
だ
そ
の
背
景
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
趙
秉
文
な
い
し
は
友
人
の
推
擧
に
よ
る

も
の
か
、
一
族
を
養
う
た
め
に
自
身
が
運
動
し
た
の
か
。
襄
城
や
陽
翟
（
い
ず
れ
も
現
在
の
河
南
省
）
に
莊
園
を
保
有
し
て
お
り
、
經

濟
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
困
窮
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
必
要
に
迫
ら
れ
て
と
い
う
よ
り
は
、
仕
官
し
て
經
世
濟
民
に
盡
く
す
と
い
う
士

大
夫
と
し
て
の
願
望
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
縣
令
に
就
任
し
て
か
ら
滅
亡
直
前
の
京
師
に
戻
る
ま
で
の
經
歷
は
資
料
に
齟
齬
が
あ
り
、
元

好
問
硏
究
の
中
で
も
論
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
。

　

最
後
の
第
五
首
で
は
飮
酒
と
い
う
主
題
に
卽
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
煩
悶
を
突
き
放
し
た
か
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
。

此
飮
又
復
醉　
　

此
に
飮
み
又
た
復
た
醉
ひ

此
醉
更
酣
適　
　

此
に
醉
ひ
更
に
酣
適
な
り

徘
徊
雲
間
月　
　

徘
徊
す　
雲
間
の
月

相
對
澹
以
黙　
　

相
ひ
對
し
て
澹し
づ

か　
以
て
黙
す

三
更
風
露
下　
　

三
更　
風
露
下
り

巾
袖
警
微
濕　
　

巾
袖　
微
濕
を
警い
ま

し
む

浩
歌
天
壤
間　
　

浩
歌
す　
天
壤
の
間

今
夕
知
何
夕　
　

今
夕　
何
の
夕ゆ
う
べ

か
を
知
ら
ん
や
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氣
持
ち
よ
く
醉
っ
て
月
と
相
對
す
る
。「
徘
徊
す　
雲
間
の
月
」
と
は
自
ら
が
醉
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
た
め
、
雲
間
の
月
が
ゆ
ら

ゆ
ら
と
動
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
も
ま
た
李
白
「
月
下
獨
酌
」
の
「
我
歌
へ
ば　
月　
徘
徊
す
（
我
歌
月
徘
徊
）」
と
同
樣
の

表
現
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
靜
か
に
獨
り
酒
を
飮
み
つ
つ
、
辭
職
と
い
う
出
來
事
に
つ
い
て
色
々
と
述
懐
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
尾
聯

で
一
變
す
る
。
天
地
の
間
で
高
歌
放
吟
し（

（（
（

、「
こ
の
夜
が
ど
ん
な
夜
か
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
全
て
突
き
放
す
。
こ
れ
で
元
好
問

は
自
身
の
心
境
に
一
區
切
り
を
つ
け
た
か
の
如
く
、
以
後
の
詩
文
で
は
辭
職
を
思
い
惱
む
よ
う
な
内
容
が
一
切
現
れ
な
い
。
官
を
辭
し

て
數
ヶ
月
、
一
連
の
出
來
事
を
振
り
返
り
つ
つ
、
心
の
整
理
を
し
た
作
品
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
．「
後
飮
酒
」
五
首

　
「
飮
酒
」
五
首
か
ら
間
も
な
く
作
っ
た
の
が
「
後
飮
酒
」
五
首
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
詩
題
下
に
「
陽
翟
」
と
自
注
が
あ
る
。
陽
翟
は

襄
城
と
同
じ
く
登
封
の
南
東
に
あ
り
、
襄
城
と
登
封
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
翌
年
春
に
は
嵩
山
に
居
る
の
で
、
先
に
襄
城
ま

で
足
を
伸
ば
し
、
こ
の
あ
た
り
の
莊
園
を
回
っ
て
登
封
に
戻
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
の
「
飮
酒
」
か
ら
一
轉
し
て
、
本
詩
で
は
辭
職
に
つ

い
て
述
べ
る
内
容
は
一
切
無
く
、「
酒
の
力
の
神
な
る
」
効
能
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
冩
し
て
い
る
。

少
日
不
能
觴　
　

少
日　
觴
す
る
こ
と
能
は
ず

少
許
便
有
餘　
　

少
許　
便
ち
餘
り
有
り

比
得
酒
中
趣　
　

比
こ
の
ご
ろ

酒
中
の
趣
を
得

日
與
杯
杓
倶　
　

日ひ
び　

杯
杓
と
倶
に
す
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一
日
不
自
澆　
　

一
日　
自み
ず
か

ら
澆そ
そ

が
ざ
れ
ば

肝
肺
如
欲
枯　
　

肝
肺
は
枯
れ
ん
と
欲
す
る
が
如
し

當
其
得
意
時　
　

當
に
其
の
得
意
の
時

萬
物
寄
一
壺　
　

萬
物
は
一
壺
に
寄
す

「
後
飮
酒
」
其
の
一

　

第
二
句
は
陶
の
詩
句
「
身
を
傾
け
て
一
飽
を
營
み
、
少
許
便
ち
餘
り
有
り
（
傾
身
營
一
飽
、
少
許
便
有
餘
）（

（（
（

」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て

い
る
。
元
の
詩
で
は
「
ほ
ん
の
少
し
〔
酒
を
求
め
る
く
ら
い
の
〕
生
活
の
餘
裕
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
も
の
を
、「
少
し
飮
ん

だ
ら
〔
す
ぐ
に
醉
い
が
回
っ
て
〕
酒
が
餘
る
」
と
い
う
意
味
に
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
。
若
い
頃
は
酒
が
飮
め
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
飮
め

ば
も
う
そ
れ
で
充
分
だ
っ
た
、
と
。
以
下
、
酒
飮
み
の
心
情
を
描
冩
し
て
い
き
、「
醉
い
が
回
っ
て
得
意
の
時
、
萬
物
は
こ
の
酒
の
壺

に
宿
る
の
だ
」
と
、
い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
そ
の
愉
悦
を
表
現
す
る
。
省
略
し
た
後
半
部
分
で
は
「
飢
寒
」・「
貧
」
な
ど
陶
詩
を
連
想
さ

せ
る
語
句
を
多
用
し
て
お
り
、「
飮
酒
」
五
首
よ
り
も
陶
詩
と
の
關
連
性
が
强
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

第
二
首
以
降
も
樣
々
な
表
現
で
飮
酒
の
働
き
を
詠
っ
て
い
る
。

金
丹
換
凡
骨　
　

金
丹　
凡
骨
を
換
へ

誕
幻
若
無
實　
　

誕
幻　
實
無
き
が
若
し

如
何
杯
杓
間　
　

如
何
ん
せ
ん　
杯
杓
の
間

乃
有
此
樂
國　
　

乃
ち
此
の
樂
國
有
り
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天
生
至
神
物　
　

天
は
至
神
の
物
を
生
み

與
世
作
酣
適　
　

世
と
酣
適
を
作
す

同
其
の
二

　

仙
藥
で
あ
る
金
丹
は
凡
人
の
骨
を
變
え
て
仙
人
に
す
る
そ
う
だ
が
、
で
た
ら
め
で
ど
う
や
ら
本
物
で
は
な
い
よ
う
だ
。
で
は
酒
杯
と

酒
を
掬
う
柄
杓
の
間
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
の
悦
樂
の
國
が
あ
る
の
だ
。「
杯
杓
」
は
轉
じ
て
飮
酒
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
、

も
っ
と
單
純
に
「
酒
を
飮
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
ぐ
ら
い
の
意
味
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
樂
國
と
は
、「
飮
酒
」
其
の
二
で

言
う
「
醉
郷
の
地
」
で
あ
る
。
天
は
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
も
の
を
生
み
だ
し
、
世
の
中
を
ゆ
っ
た
り
と
氣
持
ち
よ
く
す
る
。

　

こ
こ
で
は
仙
藥
や
仙
人
と
酒
と
を
比
べ
て
い
る
が
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
次
の
第
三
首
に
も
引
き
繼
が
れ
て
い
る
。
第
三
首
で
は
嵩
山

か
ら
友
人
が
や
っ
て
來
て
仙
道
を
學
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
が
、
こ
れ
を
謝
絶
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

一
笑
顧
客
言　
　

一
笑
し
て
客
を
顧
み
て
言
ふ
ら
く

神
仙
非
所
期　
　

神
仙
は
期
す
る
所
に
非
ず

山
中
如
有
酒　
　

山
中
に
如も

し
酒
有
ら
ば

吾
與
爾
同
歸　
　

吾
は
爾な
ん
ぢ

と
同と
も

に
歸
ら
む
と

同
其
の
三

　

神
仙
に
は
興
味
が
な
い
け
れ
ど
も
、
嵩
山
に
酒
が
あ
る
な
ら
ば
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。「
飮
ん
で
も
い
い
な
ら
行
き
ま
し
ょ
う
」
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と
答
え
、
盧
山
に
出
向
い
た
陶
淵
明
の
故
事
を
彷
彿
と
さ
せ
る（

（（
（

。

　

最
後
の
第
五
首
で
は
陶
淵
明
の
飮
酒
に
對
す
る
評
價
を
述
べ
て
、
こ
の
連
作
の
結
び
と
し
て
い
る
。

我
愛
靖
節
翁　
　

我
は
愛
す　
靖
節
翁
の

於
酒
得
其
天　
　

酒
に
於
て
其
の
天
を
得
る
を

龐
通
何
物
人　
　

龐
通
は
何
物
の
人
ぞ

亦
復
爲
陶
然　
　

亦
た
復
た
陶
然
爲た

り

兼
忘
物
與
我　
　

兼
ね
て
物
と
我
と
を
忘
る

更
覺
此
翁
賢　
　

更
に
覺
ゆ　
此
の
翁
の
賢
な
る
を

同
其
の
五

　
「
我
は
愛
す　
靖
節
翁
の
、
酒
に
於
て
其
の
天
を
得
る
を
」
と
い
う
解
釋
は
、
彼
の
師
で
あ
る
趙
秉
文
と
同
じ
見
地
に
立
つ
も
の
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う（

（（
（

。
陶
淵
明
は
醉
郷
の
地
で
自
ら
の
世
界
を
手
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
龐
通
は
陶
淵
明
の
知
人
龐
通
之
の
こ
と
。
江

州
刺
史
王
弘
が
陶
淵
明
と
知
り
合
う
た
め
に
、
酒
を
持
た
せ
て
陶
の
も
と
へ
向
か
わ
せ
た
と
い
う
『
宋
書
』
陶
潛
傳
の
記
述
を
踏
ま
え

る（
（（
（

。
醉
い
が
回
っ
て
く
る
と
龐
通
之
が
誰
で
あ
る
か
も
分
か
ら
な
く
な
る
が
、
陶
然
と
醉
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
氣
に
し
な
い
。
さ
ら
に

酩
酊
し
た
後
に
は
物
と
我
と
の
分
別
さ
え
忘
れ
、
老
莊
の
齊
物
論
的
な
境
地
へ
と
到
達
す
る
。
飮
酒
を
大
袈
裟
に
表
現
し
た
元
好
問
得

意
の
諧
謔
で
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
彼
が
飮
酒
に
一
種
の
特
別
な
精
神
狀
態
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。「
後
飮
酒
」
は
よ
り
直

接
的
に
陶
淵
明
の
詩
句
表
現
や
典
故
を
踏
襲
し
つ
つ
、
元
好
問
が
自
己
の
飮
酒
觀
を
述
べ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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六
．
元
好
問
と
陶
淵
明

　

元
好
問
は
失
意
の
際
に
文
學
に
沈
潛
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
對
象
は
過
去
の
詩
な
い
し
は
詩
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
二

十
八
歳
の
落
第
直
後
は
有
名
な
「
論
詩
絶
句
」
三
十
首
を
作
り
、
ま
た
そ
の
後
も
加
筆
が
續
け
ら
れ
た
『
錦
機
』
を
著
し
て
い
る（

（（
（

。
國

史
院
辭
職
の
直
後
の
夏
に
は
『
杜
詩
學
』
を
著
し
、
そ
し
て
秋
に
「
飮
酒
」
五
首
と
「
後
飮
酒
」
五
首
を
作
っ
て
い
る
。
無
論
科
擧
受

驗
の
爲
の
勉
强
か
ら
一
時
的
に
解
放
さ
れ
て
、
文
學
創
作
な
い
し
は
文
學
硏
究
に
打
ち
込
む
時
間
が
出
來
た
か
ら
だ
と
も
言
え
る
が
、

精
神
的
打
撃
か
ら
目
を
逸
ら
す
か
の
よ
う
に
大
作
を
執
筆
し
て
い
る
。
元
好
問
に
と
っ
て
詩
文
と
は
心
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
彼
は
經
學
や
佛
道
二
敎
な
ど
に
關
す
る
著
作
は
全
く
著
さ
ず
、
そ
の
關
心
は
終
始
詩
文
の
上
に
あ
っ
た
。
汴
京
が
陥
落
し
聊

城
に
軟
禁
さ
れ
て
い
る
間
に
は
『
中
州
集
』
を
編
纂
し
た
が
、
本
書
は
詩
を
以
て
史
を
存
す
る
と
い
う
體
裁
を
と
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
過
去
の
文
學
の
中
で
、
彼
が
他
の
詩
人
よ
り
明
ら
か
に
高
い
關
心
を
示
し
た
の
が
杜
甫
と
蘇
軾
で
あ
る
。
詩
文
の
中
で
も
兩

者
に
は
何
度
も
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
詩
句
を
典
故
と
し
て
使
用
し
た
り
詩
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
他

の
詩
人
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
杜
甫
に
つ
い
て
は
『
杜
詩
學
』
一
卷
を
、
蘇
軾
に
つ
い
て
は
『
東
坡
詩
雅
』
三
卷
を
著
し
て
い
る
と

い
う
點
で
あ
る
。
彼
ら
二
人
に
つ
い
て
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
文
評
の
専
著
を
著
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
關
心
の
高
さ
を
證
明

し
て
い
る
。

　

無
論
硏
究
者
の
間
で
は
、
元
好
問
が
彼
ら
二
人
か
ら
强
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
常
識
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
杜
甫
・
蘇
軾

と
竝
ん
で
、
陶
淵
明
か
ら
も
强
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
彼
の
詩
文
に
お
い
て
は
陶
淵
明
詩
に
由
來
す
る

典
故
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
陶
に
つ
い
て
は
杜
甫
・
蘇
軾
の
よ
う
に
専
著
を
著
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
先
行
硏
究
で
は
陶
か
ら
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の
影
響
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
は
未
だ
無
く
、
管
見
の
限
り
そ
の
全
て
が
「
論
詩
絶
句
」
三
十
首
の
第
四
首
に
お
け
る
陶
淵
明
評
價
に

つ
い
て
の
硏
究
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
好
問
が
陶
淵
明
に
對
し
て
、
他
の
詩
人
に
比
べ
て
高
い
關
心
を
示
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

論
證
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
今
回
取
り
上
げ
た
「
飮
酒
」
五
首
お
よ
び
「
後
飮
酒
」
五
首
が
多
少
の
手
が
か
り
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

國
史
院
を
辭
職
す
る
と
い
う
人
生
の
轉
換
點
に
お
い
て
、
元
好
問
は
陶
淵
明
の
「
飮
酒
」
に
倣
っ
て
二
組
の
連
作
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
狀
況
に
お
い
て
杜
甫
で
も
な
く
蘇
軾
で
も
な
く
陶
詩
に
倣
っ
た
と
い
う
點
が
、
陶
淵
明
へ
の
傾
倒
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
飮
酒
」
五
首
の
み
な
ら
ず
、
續
い
て
「
後
飮
酒
」
五
首
を
作
っ
て
お
り
、
偶
然
陶
の
「
飮
酒
」
を
題
材
に
し
て
作
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
や
は
り
意
圖
し
て
陶
詩
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
元
好
問
は
後
年
、
人
生
の
轉
換
點
で
陶
詩
に
倣
っ
た
大
作
を
再
度
作
っ
て
い
る
。「
九
日
讀
書
山
に
て
陶
詩
の
『
露
凄
暄
風

息
、
氣
清
天
曠
明
』
を
用
い
て
韻
と
爲
し
十
首
を
賦
す
」（
卷
二
）
で
あ
る
。
本
詩
は
五
十
一
歳
の
作
で
、
こ
の
年
の
前
年
の
秋
、
元

好
問
は
二
十
年
ぶ
り
に
故
郷
忻
州
へ
と
戻
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
し
て
そ
の
一
年
後
、
金
朝
の
歷
史
資
料
を
収
集
保
存
す
る
べ
く
、
再

び
各
地
を
巡
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
詩
は
そ
の
資
料
収
集
の
旅
に
出
る
直
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
詩
は
山
水
詩
の
側
面
も
あ
り
、

ま
た
時
に
過
去
の
回
想
を
挾
ん
で
、
自
傳
的
要
素
も
含
ん
で
い
る
。
詩
中
に
回
想
を
含
ん
で
自
傳
的
樣
相
を
呈
す
る
構
造
は
、
趙
秉
文

「
淵
明
の
飮
酒
に
和
す
」
二
十
首
と
非
常
に
似
て
い
る
が
、
本
作
品
で
は
登
山
の
時
間
軸
（
自
宅
～
登
山
～
山
頂
に
て
宴
遊
～
別
れ
）

と
人
生
の
時
間
軸
（
幼
少
時
～
青
年
時
の
交
遊
～
仕
官
の
頃
）
の
二
つ
の
時
間
軸
を
有
し
、
さ
ら
に
複
雜
か
つ
緻
密
な
構
造
と
な
っ
て

い
る（

（（
（

。

　

青
年
時
の
挫
折
後
、
そ
し
て
晩
年
の
資
料
保
存
の
旅
の
直
前
と
、
人
生
の
轉
機
に
二
度
も
陶
詩
を
踏
襲
し
た
詩
を
作
っ
て
い
る
の
は
、

決
し
て
偶
然
と
は
言
い
難
い
。
陶
淵
明
に
對
す
る
高
い
關
心
を
傍
證
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注（
1
）『
晋
陽
學
刊
』
一
九
九
四
年
第
二
期
。

（
2
）『
歸
潛
志
』
卷
九
、
中
華
書
局
一
九
九
七
年
版
。

（
3
）『
中
州
集
』
卷
六
「
劉
御
史
從
益
小
傳
」。

（
4
）『
歸
潛
志
』
卷
九
に
、
劉
從
益
が
葉
縣
縣
令
で
あ
っ
た
元
光
元
年
（
一
二
二
三
）
に
、
元
好
問
・
李
汾
・
李
獻
能
・
王
鬱
ら
と
詩
會
を
催

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
に
元
好
問
が
葉
縣
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
葉
縣
中
岳
廟
記
」
と
い
う
文
を
撰
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

（
5
）
元
好
問
「
故
河
南
路
課
税
所
長
官
兼
廉
訪
使
楊
公
神
道
之
碑
」、『
元
好
問
全
集
』（
増
訂
本
）、
卷
二
三
。
山
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

四
年
版
。
以
下
、
元
好
問
の
詩
文
は
本
書
に
拠
る
。

（
6
）『
元
好
問
全
集
』
卷
三
四
。
こ
の
一
文
、『
中
州
集
』
賈
左
丞
益
謙
小
傳
に
も
同
じ
も
の
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。『
中
州
集
』
で
は
「
遺
笑0

無
窮
」
を
「
遺
臭0

無
窮
」
に
作
り
、
前
者
で
は
意
味
が
通
じ
が
た
い
。
こ
こ
で
は
後
者
に
從
っ
て
譯
出
し
た
。

（
7
）
高
橋
文
治
「
元
遺
山
と
黨
争
」、『
追
手
門
學
院
大
學
文
學
部
紀
要
』
一
六
號
、
一
九
八
二
年
。

（
8
）
高
橋
氏
前
掲
論
文
。
た
だ
し
『
歸
潛
志
』
等
の
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
唐
に
お
け
る
牛
李
の
黨
争
や
、
北
宋
の
新
舊
黨
争
と
は
全
く

異
質
の
も
の
で
あ
る
。
政
策
論
争
や
凄
惨
な
權
力
闘
争
と
い
う
側
面
は
殆
ど
な
く
、
ま
さ
し
く
人
間
關
係
の
も
つ
れ
程
度
に
し
か
見
え
な

い
。
經
義
科
と
詞
賦
科
の
軋
轢
も
絶
對
的
な
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
李
純
甫
（
經
義
出
身
）
の
門
下
か
ら
雷
淵
ら
の
詞
賦
科
及
第
者
が

輩
出
し
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
經
義
科
と
詞
賦
科
が
反
目
し
あ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
宣
宗
實
錄
』
の
文
體
論
争
も
、
王
・
雷

の
周
囲
に
そ
れ
ぞ
れ
の
賛
同
者
の
存
在
を
裏
付
け
る
資
料
が
な
く
、
こ
れ
を
黨
争
と
形
容
す
る
に
は
違
和
感
が
あ
る
。

（
9
）
高
橋
氏
前
掲
論
文
。

（
10
）
文
臣
が
集
め
ら
れ
た
翰
林
院
で
は
し
ば
し
ば
詩
文
を
論
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
歸
潛
志
』
に
幾
つ
か
収
錄
さ
れ
て
お

り
、
元
好
問
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
後
年
元
好
問
は
こ
の
時
期
を
振
り
返
っ
て
、
詩
會
を
行
っ
た
こ
と
や
詩
文
を
論
じ
た
こ
と
を
、

旧
懐
の
情
と
と
も
に
作
品
中
で
言
及
し
て
い
る
。
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（
11
）
貞
祐
初
、
秉
文
爲
省
試
、
得
李
獻
能
賦
、
雖
格
律
稍
疎
、
而
詞
藻
頗
麗
、
擢
爲
第
一
。
舉
人
遂
大
喧
噪
、
訴
於
臺
省
、
以
爲
趙
公
大
壞

文
格
、
且
作
詩
謗
之
、
久
之
方
息
。
俄
而
獻
能
復
中
宏
詞
、
入
翰
林
、
而
秉
文
竟
以
是
得
罪
（『
金
史
』
卷
一
一
〇
「
趙
秉
文
傳
」）。『
歸

潛
志
』
卷
十
に
も
同
樣
の
記
事
が
見
え
る
。

（
12
）
蘇
軾
「
和
飮
酒
」
二
十
首
其
の
六
に
「
牀
頭
有
敗
榼
（
敗
榼
：
欠
け
た
酒
器
）」
と
あ
り
、「
藤
州
江
下
夜
起
對
月
贈
邵
道
士
」
に
「
牀

頭
有
白
酒
」
と
あ
る
。
ま
た
蘇
轍
に
も
「
同
王
適
賦
雪
」
に
「
牀
頭
有
酒
未
用
沽
」
と
あ
り
、「
病
中
郭
尉
見
訪
」
に
「
應
是
床
頭
有
新

酒
」
と
あ
る
。
蘇
軾
の
和
陶
詩
を
始
め
と
し
て
こ
れ
ら
の
詩
句
を
下
敷
き
に
し
た
表
現
。

（
13
）『
陶
淵
明
集
校
箋
』
第
二
四
八
頁
。

（
14
）
郝
經
「
遺
山
先
生
墓
銘
」
に
「
趙
禮
部
見
之
、
以
爲
少
陵
以
來
無
此
作
也
、
以
書
招
之
。
於
是
名
震
京
師
、
目
爲
元
才
子
。」
と
あ
る
。

『
陵
川
集
』
卷
三
五
、
四
庫
全
書
本
。

（
15
）「
天
壤
間
」
と
い
う
表
現
も
李
白
が
よ
く
用
い
て
い
る
表
現
で
あ
る
（「
南
都
行
」、「
安
州
の
裴
長
史
に
上
た
て
ま
つ

る
書
」
な
ど
）。「
飮
酒
」

五
首
で
は
李
白
か
ら
着
想
を
得
た
詩
句
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
飮
酒
」
と
い
う
陶
淵
明
を
襲
っ
た
詩
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
流
れ

る
孤
獨
感
は
李
白
に
よ
り
近
い
印
象
を
與
え
て
い
る
。

（
16
）「
飮
酒
」
二
十
首
、
其
の
十
。
同
前
書
第
二
三
一
頁
。

（
17
）
僧
惠
遠
居
廬
山
、
與
劉
遺
民
等
結
白
蓮
社
、
以
書
招
淵
明
。
淵
明
曰
「
若
許
飮
卽
往
。」
許
之
遂
造
焉
、
陶
攅
眉
而
去
。（『
錦
繍
萬
花

谷
』
前
集
卷
七
引
『
高
僧
傳
』、『
四
庫
全
書
』
本
）

（
18
）
趙
秉
文
「
和
淵
明
飮
酒
」
二
十
首
其
の
二
十
に
「
淵
明
非
嗜
酒
、
愛
此
醉
中
眞
。
謂
言
忘
憂
物
、
中
有
太
古
淳
。」
と
あ
る
。『
閑
閑
老

人
滏
水
集
』
卷
五
、
四
部
叢
刊
本
。

（
19
）
江
州
刺
史
王
弘
欲
識
之
、
不
能
致
也
。
潛
嘗
往
廬
山
、
弘
令
潛
故
人
龐
通
之
齎
酒
具
於
半
道
栗
里
要
之
、
潛
有
脚
疾
、
使
一
門
生
二
兒

轝
籃
輿
、
旣
至
、
欣
然
便
共
飮
酌
、
俄
頃
弘
至
、
亦
無
忤
也
。

（
20
）
興
定
元
年
（
一
二
一
七
年
、
丁
丑
）
の
秋
に
省
試
に
落
第
し
て
い
る
。「
錦
機
引
」（
卷
三
六
）
に
は
「
興
定
丁
丑
、
閑
居
汜
南
、
始
集

前
人
議
論
爲
一
編
、
以
便
觀
覽
。
…
…
十
一
月
日
河
東
元
某
自
題
」
と
あ
り
「
論
詩
絶
句
」
三
十
首
に
は
「
丁
丑
歳
、
三
郷
作
」
と
自
注
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が
あ
る
。
前
年
冬
に
長
安
に
立
ち
寄
り
、
本
年
は
科
擧
の
前
か
ら
汴
京
に
居
て
趙
秉
文
と
の
面
識
を
得
て
い
る
の
で
、
三
郷
に
は
落
第
後

に
戻
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
元
好
問
は
『
錦
機
』
編
纂
時
に
多
く
の
書
物
に
目
を
通
し
、
そ
の
感
想
か
ら
「
論
詩
絶
句
」
を
作
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
、
狄
寶
心
氏
は
推
測
し
て
い
る
（『
元
好
問
年
譜
新
編
』
第
五
二
頁
）。『
錦
機
』
は
後
年
ず
っ
と
加
筆
し
續
け
た
よ
う
で
、

最
晩
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
劉
秉
忠
に
出
版
を
託
し
て
い
る
（
卷
三
九
「
答
聡
上
人
書
」）。

（
21
）
こ
の
年
の
十
月
二
十
日
に
は
旅
の
途
中
に
詩
を
作
っ
て
い
る
（
卷
九
「
十
月
二
十
日
雪
中
過
石
岭
關
」）。
忻
州
か
ら
石
岭
關
ま
で
の
距

離
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
九
日
讀
書
山
」
詩
を
作
っ
た
後
ほ
ど
な
く
し
て
出
發
し
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
詩
を
作
っ
た
と
き
に
は
旣
に
旅

行
の
計
画
が
胸
中
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
22
）
拙
論
「
元
好
問
『
九
日
讀
書
山
』
詩
に
つ
い
て
」（『
藝
文
硏
究
』
第
84
號
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
參
照
。


